⑤
「夢を生きる賞」　　応募資格チェックリスト


国際ソロプチミスト_鹿児島_　_________　　問い合わせ担当者___池田　昭代　　__________
連絡先Ｅメール___jimukyoku@sia-kagoshima.org__　電話　　090-2096-8583　　　　　

「夢を生きる賞」は1972年、家族の主な経済的扶養責任を負っている女性が、雇用機会と生活を向上させるのに必要な技能訓練や教育を得るのを助けることを目的として作られました。ソロプチミストが活動する国・地域で、毎年2,000人以上の女性に総額280万ドル（約2億8千万円）以上の賞金が贈られています。賞金は、授業料、書籍代、保育費、交通費など教育に関わる費用として使うことができます。

「夢を生きる賞」に関心をお持ちでしたら、応募資格があるかどうか、この簡単なチェクリストを使って確かめることをお薦めします。 
【該当するものすべてにチェックを入れてください。 】
[bookmark: _Hlk205100769]🔲　　自分自身と少なくとも次の家族一人について主な経済的扶養責任を負っている。
□子供　 　□配偶者/パートナー　　□親 　　□兄弟姉妹 　　□その他
🔲　　高校と同等機関、職業・技能訓練プログラムもしくは専門学校、短期大学、大学の学部課程に在籍している、もしくは入学許可を得ている。
🔲　　私は大学院の学位を持っておらず、現在大学院に在籍していません。
🔲　 国際ソロプチミストアメリカのメンバー国・地域に居住している。（アルゼンチン、ボリビア、ブラジル、カナダ、チリ、コロンビア、エクアドル、グアム、日本、韓国、メキシコ、北マリアナ諸島、パナマ、パラグアイ、ペルー、フィリピン、台湾、米国、ベネズエラ）
🔲　　過去に「ソロプチミスト女性に機会を与える賞/夢を生きる賞」を受賞したことがない。
🔲　　ソロプチミストの会員、国際ソロプチミストアメリカの職員、またはいずれかの近親者（結婚、血縁、養子縁組による配偶者／パートナー、親、兄弟姉妹、孫、子供）ではない。
🔲　　私は、自分の教育と職業上の目標を、人工知能を使わずに自分の言葉で記述（600字以内）することに同意します。
🔲　　私は、なぜ自分がこの賞を受賞するに値するのかを、人工知能を使わずに自分の言葉で記述（1500字以内）することに同意します。
🔲　　経済的援助を必要としており、家族の年間の生活費を記述できる。
🔲　　年間の教育に関わる支出を記述できる。
🔲　　推薦状を１通用意できる。
[bookmark: _Hlk205100504]上記のすべてにチェックがついたなら、あなたは「ソロプチミスト夢を生きる賞」の応募資格を満たしています。 応募するには、10月31日の締切日までに、　正式な応募申請書と記入漏れのない推薦状を最低１通（国際ソロプチミスト鹿児島宛に）提出する必要があります。（上記のすべてにチェックが付かない場合は、担当者にご相談ください。）

なお、「夢を生きる賞」は、扶養家族のいる女性が生活水準を高め、経済的エンパワーメントを達成することができるよう、資源を提供していることを加えてお伝え申し上げます。自分の目標に向けて取り組む過程において、女性は、政府支援や育児支援を受けたり、政府の補助金を受けた住宅あるいは誰かの住宅に居住するかもしれません。これらのことは、扶養家族に対する女性の主な経済的扶養責任を否定するものではなく、また本プログラムにおける女性の応募資格を却下するものではありません。ご質問がありましたら、上記の連絡先にいつでもお問い合わせください。
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